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ウミガメ保全活動の進化
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生物の「進化」とは、変化する環境に合わせて、姿
かたちだけでなく生き方そのものを変えていくこと

です。これは生き物に限らず、私たちの社会や組織の在
り方にも同じことが言えます。美波町のウミガメ保護の
歴史は、昭和二十五年に始まった日和佐中学校海亀研究
班の活動にまで遡ります。長年、この活動はウミガメの
生態を解明し、保護の重要性を広く伝えてきました。そ
の精神は、新しくなった「カレッタ」にも脈々と受け継が
れています。しかし、ウミガメを取り巻く環境は時代とと
もに激変しました。戦後の高度経済成長やバブル経済の
崩壊、そして近年の少子高齢化や地方からの人口流出。
人間社会のめまぐるしい変化は、産卵場所である砂浜の
環境にも多大な影響を及ぼし、今やウミガメは絶滅危惧
種となっています。かつて、当たり前のように大浜海岸
にやってくるカメの謎を追っていた時代から、現在は「い
かに種を守り、環境を維持するか」という保全の時代へ

町民一人ひとりが相手を思いやり、多様な価値観を認め合う社会をめざしましょう。
「心温かい人々が暮らす、にぎやかな過疎の町」美波町であり続けるために人権について考え守っていくことが

まさに、“にぎやかそ”美波町まちづくりにつながります。このコーナーでは人権に対する思いを掲載していきます。
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うみがめについての質問をお送りください。
お答えします！
〒 779-2304 徳島県海部郡美波町日和佐浦
369うみがめ博物館カレッタ「質問係」

ウミガメの事はもちろんですが、それ以外の生き物や
環境、社会や歴史、国語や外国語など、いま学んでい
ることはすべて無駄にはなりません。様々な事に関心を
持ち学ぶことが大切です。

北朝鮮による日本人拉致問題について
〇拉致問題の経緯　
　1970年代から1980年代にかけて、北朝鮮の工作員等により、日本国内や欧
州から多くの日本人が拉致されました。これは日本や欧州の国家主権を著しく侵
害し、日本国憲法第11条の基本的人権を無視した重大な犯罪です。事件発生か
ら半世紀が経過しようとしていますが、工作員の日本人なりすましや、工作員へ
の日本語教育を目的としたこの非道な行為であった拉致問題は、今なお解決に至
っていません。

〇日朝首脳会談と拉致被害者の帰国
　大きな転換点となったのは、2002年9月17日の第1回日朝首脳会談でした。金正日氏（当時）は、それまで否定し続け
てきた拉致を初めて認めて謝罪しました。当時の小泉純一郎総理は強く抗議し、継続的な調査と生存者の帰国、再発防
止を要求しました。そして、同年10月15日には地村さん・蓮池さんのご家族と曽我さんの5名が帰国し、家族との再会
を果たしました。
　しかし、北朝鮮側の情報提供は拉致の疑いがあるとしていた１３名のうち４名は生存、８名は死亡、１名は北朝鮮入境が
確認できないという一貫性に欠け、多くの疑念が残るものでした。
　依然として多くの拉致被害者の安否が確認できていない状況が続いています。
　この時、安否不明の拉致被害者の方々について、北朝鮮側が、直ちに真相究明のための調査を白紙の状態から再開す
る事が両首脳間で申し合わされました。
　こうして日本政府は一貫して被害者全員の即時帰国を求めていますが、北朝鮮側の不誠実な対応により、全面解決の
糸口が見えない状態にあります。

と移り変わりました。この取り組みの変化こそが、保全
活動における「進化」と言えるでしょう。昨年７月、カレ
ッタは施設と展示を一新し、大きな進化を遂げました。
しかし、「姿かたち」が変わるだけでは、本当の意味で
の進化とは言えません。この春、カレッタには新しいメ
ンバーが加わりました。新しい感性と情熱を持った仲間
と共に、これまでの伝統を大切にしながらも、時代に即
した活動内容へと進化させていく。ウミガメと共に生き
る未来を考えるために、私たちは歩みを止めることなく、
変わり続けてまいります。（館長：平手康市）
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▶野田倫太郎
　こんにちは。大阪から来ました。野田倫太郎です。カレッタで勤務しますがカメだけじゃ
なく、魚が大好きです。特に専門が淡水魚なので食べる事から飼育、採集までなんでも
やります。ウミガメのお世話も日和佐の自然豊かな土地もワクワクが止まらないので楽
しみながら頑張ろうと思います ! よろしくお願いします !!

▶鶴村彩葉
　こんにちは！鶴村彩葉と申します！
　大好きな生き物と一緒に過ごせる毎日がとても楽しみです！皆さまとのご縁を大切にし
ながら、生き物と共に末永く楽しく頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

スタッフご紹介
今月は新たにカレッタの仲間になったスタッフを紹介します。
2 人ともこの春、動物の専門学校を卒業したばかり。
これから新しいスタッフとともに日々の飼育や展示を通して、より一層カレッタを盛り上げていき
たいと思います。（飼育員：長楽美保）

▶私たちにできること
　先日、海陽町の海南文化村で開催された拉致被害者・蓮池薫さんの講演
会に参加しました。蓮池さんのお話からは、私たちが知り得なかった当時の
過酷な実態、そして被害者やそのご家族の切実な思いが痛いほど伝わって
きました。
　拉致問題の解決は、一刻の猶予も許されない最優先の国家課題です。政
府には、全ての拉致被害者の安否確認と帰国の実現に向け、あらゆる手段
を尽くした取り組みを強く望みます。私たち一人ひとりにできることは、この問題を風化させず、解決を求める声を
上げ続けることです。北朝鮮との交渉を一日でも早く実現させ、被害者全員の帰国が実現するよう共に取り組んで
いきましょう。
　なお、拉致問題に関する情報は内閣官房・拉致問題対策本部事務局により、「北朝鮮による日
本人拉致問題」というサイトに政府主催イベント（一般向けイベント、若者層向けイベント、教職
員向けイベント）、国際社会との連携、広報・啓発資料（解説動画、こども向け広報動画、啓発ＣＭ、
映画等）、オールジャパンの取組、組織・関連法令等が掲載されています。
　右の二次元コードからご覧ください。


